
曾苧瀞旗手大図帝都京

現ー第事+ 瓦欝

F司 -- ..... ヨ玉二 →a 釆口 野田

財 聖 下 ドナ 華 東波菅も

関 ト請イチ 興 亜割内

大的コ のマス 制工業 封建ツ 枇品ス 業銀商 合綜磁 在性

ン 法に制主自 行 のの
附ツ設と於官11義研察時原分論

エ 愛けるにに の 玉虫析
71.- にる保於け 機能

銭にy 苑 つ い 最 近 険捕る究 論 叢
就 ての q構万耳E 努

て z 獲の働
化愛観

谷:
・・・ ・・ " ・a・， ・，・ .・

恒 輔 相髄料 値 担文

梼 済昔専務沸 憐 済串博士 皐
串 串串串串串 博

士 士士士士士 士

大 津回佐中 徳 谷高

塚 崎杉波川 永 口回

奥
一 堅 主主之 清 吉保

期 主意競平助 行 彦馬



下
請
制
工
業
に
於
け
る
最
近
の
費
化

第
五
十
巻
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下
請
制
工
業
に
於
げ
る
最
近
の
饗
化

田

杉

競

緒

言

我
図
機
械
器
具
工
業
に
於
て
下
請
制
が
護
展
し
て
上
り
肢
に
相
首
の
時
期
を
経
過
し
た
。
叉
そ
の
問
、
之
に
闘
す
る
研
究
も
同
晶
画
、

護
表
さ
れ
も
向
。
定
づ
下
請
制
工
業
白
展
開
の
貴
情
と
之
を
焚
展
せ
し
め
た
る
原
因
と
が
開
明
さ
れ
、
更
に
そ
の
経
済
性
に
閲
す
る
評

償
、
若
〈
は
絡
来
へ
の
見
透
し
に
つ
い
て
も
種
々
の
見
解
が
獲
表
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
今
や
、
支
那
事
費
勃
務
後
、
究
第
に
諸
般
の

客
観
的
事
情
D
縫
化
に
熔
ビ
て
、
下
請
制
機
械
工
業
に
も
若
干
の
鑓
化
が
趨
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
如
何
左
る
蝿
型
化
を
う
け
た
か

モ
の
鑓
化
は
如
何
左
る
原
閃
に
土
る
か
、
そ
の
謎
化
の
一
方
向
は
何
れ
に
進
ん
で
ゐ
る
か
。
認
に
考
察
せ
ん
と
す
る
白
は
己
れ
ら
の
諸

黙
で
あ
る
。

中
小
機
械
工
業
に
於
け
る
下
請
制
の
鑓
化
を
見
る
に
際
し
、
我
々
は
昭
和
十
三
年
夏
頃
よ
り
の
物
資
配
給
統
制
強
化
を
境
と
し
、

そ
の
前
後
を
比
較
す
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
。
蓋
し
支
那
事
援
の
勃
殻
は
十
二
年
夏
で
あ
る
け
れ

E
も
、
そ
の
以
前
、
読
に
満
洲
事

鑓
以
来
の
準
戦
時
経
済
の
一
時
期
そ
持
ち
、
漸
次
軍
需
註
文
の
増
加
を
見
て
ゐ
る
の
み
な
ら
宇
、
支
那
事
務
首
初
は
特
に
念
激
た
る
饗

化
を
み
る
に
至
ら
や
苅
業
者
も
事
費
の
永
績
性
を
深
〈
思
は
や
、
叉
物
資
の
不
足
も
深
刻
化
し
友
か
っ
た
。
然
る
に
第
三
年
陀
入
h
y

経
済
の
計
蓋
性
は
漸
〈
高
度
化
し
、
統
制
は
各
方
闘
に
及
び
、
物
資
白
不
足
は
痛
切
に
感
ぜ
ら
れ
て
来
た
。

一
方
で
生
産
力
臨
調
充
計

藤田敬三、中小工業白残存修態と下請制(紐済事雑誌、傭z巻第2観)、大陸市
に1i~ける下請の調査(祉曾政策時報第226， 227観)。小宮山車二、下請工業D

枇合的結構的構誼(枇曾政策時報、第216-218量出入後掲拙稿等。



重
が
樹
立
さ
れ
る
と
共
に
、
他
方

ι於
て
物
資
動
員
計
葺
に
よ
っ
て
軍
需
の
た
め
に
民
需
抑
制
が
強
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
中
小
工

業
者
に
と
っ
て
配
給
物
資
の
著
し
い
減
少
が
起
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
機
械
工
業
の
原
料
た
る
鍛
鋼
の
配
給
統
制
は
昭
和
十
三
年
七

月
よ
り
賓
施
さ
九
、
制
官
詮
明
書
と
引
換
に
非
ざ
れ
ば
鎖
鋼
の
一
配
給
を
う
け
得
ざ
る
己
と
t
A

危
り
、
中
小
工
業
は
原
料
白
獲
得
が
闘

難
と
在
っ
た
。
機
械
工
業
そ
の
他
の
産
業
に
ゐ
け
る
轄
失
業
問
題
と
関
聯
し
て
地
方
統
制
工
業
が
再
認
識
さ
れ
た
の
も
と
の
頃
の
事

で
品
る
。
か
〈
て
攻
に
は
配
給
統
制
強
化
後
に
&
け
る
中
小
機
械
工
業
の
朕
態
在
、
そ
の
前
と
比
較
し
て
そ
の
鐙
化
を
指
摘
し
た
い

の
で
あ
る
。

配
給
統
制
強
化
前
に
告
け
る
中
小
工
業
に
は
二
種
の
範
時
在
認
め
得
る
。

一
は
大
工
業
白
イ
エ
シ
ァ
テ
ィ
ず
『
よ
る
下
請
制
で
あ

り
、
他
は
地
方
統
制
工
業
で
あ
る
。
己
主
に
は
使
宜
上
・
前
者
を
大
工
揚
下
請
制
と
呼
ぶ
と
と
L
す
る
。

大
工
場
下
請
制
と
地
方
統
制
工
業

満
洲
事
穫
後
に
島
け
る
機
械
器
具
工
業
の
新
し
き
現
象
と
し
て
先
づ
注
目
さ
れ
た
の
は
大
工
場
下
請
制
で
あ
る
。
邸
ち
軍
需
註
文

中
激
増
と
共
に
、
大
工
揚
が
生
産
過
程
白
一
部
を
中
小
工
場
に
托
し
て
そ
の
消
化
を
闘
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
現
象
の
愛
生
原
因
と

そ
の
経
済
性
と
は
嘗
て
述
ぺ
た
己
と
が
あ
る
か
ら
、
辺
、
に
は
簡
車
に
摘
記
す
る
に
止
め
る
。

大
工
揚
下
請
制
を
護
展
せ
し
め
た
根
本
的
原
悶
は
軍
需
註
文
の
激
増
と
そ
の
永
頼
性
に
劃
す
る
危
棋
で
あ
っ
た
。
邸
ち
激
増
せ
る

註
文
を
抽
同
化
し
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
が
、
そ
れ
が
何
時
迄
績
〈
か
確
た
る
見
透
し
白
つ
け
難
い
折
柄
、
大
工
場
正
し
て
は
設
備
の
掠

張
を
差
控
へ
、
中
小
工
揚
に
壬
の
生
産
過
程
の
一
部
を
下
請
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
邸
ち
損
張
土
り
来
る
危
険
を
他
忙
輔
嫁
せ
ん
と

下
請
制
工
業
に
酔
け
る
最
近
白
艶
化

第

就

O 

第
五
十
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O 

臨時噛養調整局編、重要物費白配給統制参照。
拙稿、中小工業問題主 Lての下請制工業(担糟論叢策47巻第6皆、、槽棋1て業
に於吋る下請制について(紐瞥畢論集第13韓〉。
前掲拙稿(鯉持論叢、第47巻第6競、 II8-UO頁)。
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下
請
制
工
業
に
於
け
る
最
近
白
一
型
化

じ
た
も
の
に
外
在
ら
由
。
そ
れ
故
、
大
工
揚
と
し
て
は
そ
の
生
産
過
程
の
一
部
、
邸
ち
比
較
的
簡
早
な
る
仕
事
を
中
小
工
場
に
下
請

策
五
十
番

策

披

。

O 

せ
し
め
で
、
そ
の
結
田
市
を
再
ぴ
自
己
の
工
揚
に
集
め
て
一
の
製
品
を
完
成
す
る
。
か
く
て
大
工
場
の
機
張
に
比
し
、
中
小
工
場
の
哨

加
及
び
讃
張
は
相
営
著
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

岬
削
る
忙
か
〈
の
如
き
筒
軍
怠
る
機
械
仕
事
に
つ
い
て
は
中
小
工
場
も
或
る
程
度
白
経
済
性
を
も
っ
て
ゐ
た
。
査
し
低
技
術
の
も
の

で
・
は
る
る
が
.
低
廉
な
る
労
働
宇
一
利
用
し
、
機
械
の
使
用
主
節
約
す
る
と
と
が
可
能
で
あ
る
。
中
小
工
揚
に
長
け
る
管
理
白
容
易
、
外

部
経
械
の
享
受
等
の
利
銃
も
あ
る
。
か
ぐ
し
て
中
小
E
揚
k

h
け
る
生
産
費
は
大
工
場
に
比
し
て
屡
ミ
低
廉
た
る
事
が
多
か
つ
売
。

え
工
場
の
繁
忙
在
る
際
に
は
中
小
工
場
を
利
用
す
る
方
が
、
大
量
白
需
要
を
消
化
し
得
る
白
み
な
ら
宇
、
ま
た
生
産
費
の
低
下
を
さ

へ
も
招
き
得
る
わ
け
で
あ
る
。
之
、
下
請
制
環
展
D
第
一
一
白
鳳
囚
で
あ
る
。

唯
然
し
友
が
ら
下
請
制
と
い
は
宇
、
問
屋
制
と
い
は
宇
、
中
小
工
業
、
の
生
産
は
狭
い
範
園
内
に
限
ら
れ
る
。
荒
し
我
闘
中
小
工
業

は
低
技
術
を
特
徴
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
設
備
せ
る
機
械
が
劣
悪
な
る
と
、
持
働
力
が
不
熟
練
工
を
主
と
せ
る
ん
」
に
困
る
。
た
と
へ

熟
練
工
自
退
職
せ
る
も
の
が
澗
立
し
て
中
小
工
場
主
と
な
れ
る
場
合
に
し
て
も
、
既
に
奮
式
の
機
械
に
諸
膝
せ
る
技
術
た
る
に
止
ま

る
。
又
家
族
弊
働
者
及
び
雇
傭
せ
る
勢
働
力
が
大
部
分
不
執
滅
工
で
あ
る
。
中
小
工
場
の
生
産
力
は
縫
展
の
可
能
性
が
極
め
て
局
限

さ
れ
る
の
は
営
然
で
あ
り
、
大
工
場
が
こ
れ
ら
工
場
を
利
用
し
得
る
の
は
製
品
精
度
が
低
い
か
、
又
は
そ
の
-
部
の
精
度
が
低
〈
と

も
差
支
な
い
揚
合
に
限
一
る
。
我
々
は
乙
白
下
請
制
設
展
の
時
期
K
K
け
る
軍
需
品
の
精
度
が
低
か
っ
た
と
は
考
へ
な
い
が
、
需
要
白

緊
急
性
が
多
少
と
も
検
査
の
寛
般
に
影
響
し
た
白
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

犬
工
揚
下
請
制
は
か
〈
の
如
き
需
要
の
激
増
K
際
し
て
そ
の
消
化
の
た
め
に
採
ら
れ
た
生
産
組
純
で
あ
り
、
之
主
務
展
せ
し
め
た

前掲拙稿(同誌、 121-124頁)、Robin'son，E.' A. G.， The struct:ne of com-
petitive industry 
小宮山琢二、前掲論文(吐骨政策時報、第2!1!i1!)。
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も
の
は
殆

E
全
〈
大
工
場
の
創
意
に
あ
り
た
と
見
て
誤
り
在
い
?
あ
ら
う
。

+
叫
に
限
主
軸
じ
て
地
方
統
制
工
業
主
見
る
に
、
昭
和
九
年
商
剣
勝
忙
針

L
央
海
京
工
廠
が
軍
需
品
白
溌
註
を
な
し
た
る
忙
端
を
獲

し
、
そ
白
後
各
地

ω
中
小
銭
工
業
者
に
及
さ
れ
た
も
の
で
あ
丸
。
地
方
の
中
小
機
械
工
揚
の
救
済
と
工
業
地
方
化
と
を
目
的
と
せ
る

己
と
、
軍
需
品
の
直
接
渡
誌
で
あ
る
己
と
及
び
園
家
の
イ
一
一
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
貼
に
そ
的
特
色
を
認
め
ね
ば
友
ら
ぬ
o

即
ち
最
初
高
知
燃
に
針

L
て
議
註
さ
れ
た
の
は
、

高
知
鯨
賞
一
局
が
中
小
銭
工
業
の
不
持
を
打
開
せ
ん
と
し
て
種
々
針
策
を
考
究

し
、
業
者
と
協
力
、
呉
海
軍
工
廠
に
嘆
願
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
然
る
に
廊
商
工
課
及
び
工
廠
技
術
員
の
指
導
に
よ
り
最
初
の
註
文

が
良
好
な
結
果
を
事
げ
、
之
が
端
緒
と
た
っ
て
軍
部
及
び
各
地
方
営
局
の
努
力
に
よ
り
各
府
燃
に
及
ぽ
さ
れ
、
昭
和
十
一
年
よ
り
は

商
L
省
も
之
を
助
成
す
る
方
針
を
と
る
に
至
つ
わ
。
地
方
統
制
て
業
を
助
成
せ
ん
と
し
た
理
由
は
次
の
諸
貼
に
あ
る
。

第
一
に
地
方
中
小
機
械
工
業
の
救
済
と
左
る
白
み
左
ら
守
、

地
方
白
儀
剰
融
狩
力
を
利
用
し
て
軍
需
強
算
に
均
寄
せ
し
め
得
る
己

と
、
第
一
一
に
中
小
機
械
工
業
の
生
産
力
を
利
用
し
て
之
を
軍
需
品
調
達
に
役
立
た
し
め
得
る
と
と
、
第
三
に
工
業
白
地
方
分
散
は
一

朝
有
事
む
際
に
長
け
る
園
防
経
済
の
安
闘
を
期
し
得
る
と
止
等
で
あ
る
。
か
〈
で
軍
需
上
白
要
求
に
合
致
す
る
の
み
な
ら
十
、
工
業

白
地
方
化
白
目
的
に
も
副
ふ
が
故
に
、
商
工
省
も
軍
部
と
連
絡
を
と
り
、
地
方
統
制
工
業
の
形
式
に
よ
っ
て
工
業
地
方
化
を
貴
行
せ

ん
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
た
立
地
方
の
工
業
生
産
力
は
現
荘
の
と
こ
ろ
桜
め
て
低
皮
に
し
で
、
都
市
の
中
小
工
業
者
の
そ
れ
よ
り
も

更
に
低
く
、
し
か
も
機
械
の
増
設
を
た
る
べ
〈
抑
制
し
‘
既
忙
設
備
芭
れ
た
る
も
の
を
利
用
せ
し
め
ん
と
す
る
方
針
を
と
る
限
り
、

製
品
白
範
聞
は
狭
く
限
ら
れ
る
。
叉
納
期
・
品
質
・
規
格
等
に
つ
き
理
解
が
少
〈

L
て
一
般
に
調
達
上
の
不
便
が
少
く
な
い
。
か
ミ
る

扶
鮪
を
矯
正
せ
ん
が
た
め
、
及
び
合
計
法
上
の
理
由
か
ら
、
地
方
鷹
経
済
部
の
指
導
下
に
業
者
を
し
て
工
業
組
合
を
組
織
せ
し
め
て

下
請
制
工
業
陀
於
け
る
最
近
白
襲
化

第
五
+
巻

第

観

O 
= 

O 
t三

前掲拙稿(同誌、 124-126頁)。
藁各英彦、中小曲工業助成指導賞、小宮山車二、前掲論文(祉骨政策時報、第
216挽)。
軍白地方統制工業ξ講するものを、
と呼んrJゐる。
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不
請
制
工
業
悶
於
け
る
最
近
の
一
密
化

之
江
護
註
す
る
と
と
と
し
1

叉
経
済
部
が
組
合
員
に
封
す
る
註
支
の
分
配
、
技
術
の
指
導
、
納
期
漣
守
の
監
督
等
を
行
ふ
己
と
与
し

て
ゐ
る
。
之
を
'
要
す
る
に
ラ
地
方
統
制
工
業
の
管
施
は
地
方
中
小
工
業
の
救
摘
と
い
ム
枇
合
政
策
的
意
味
か
ら
は
注
目
す
べ
き
も
D

第
五
十
巻

第

続

O 
四

一O四

が
あ
る
。
け
机

E
も
軍
需
品
調
達
と
い
ふ
鮪
か
ら
い
へ
ば
、

一
小
部
分
に
限
ら
れ
、
且
多
大
の
手
数
E
要
す
る
。
従
っ
て
民
間
曾
吐

の
之
を
利
用
下
お
も
の
樹
め
て
ゆ
一
く
、
本
来
軍
部
よ
り
の
直
按
設
住
を
目
棋
と
し
、
軍
部
が
そ
の
煩
現
在
る
組
織
を
敢
て
利
用
す
る

の
は
殆
ど
全
く
一
枇
曾
政
策
的
見
地
に
立
つ
も
の
と
理
解
せ
ね
ば
友
ら
左
い
。

以
上
回
賭
か
ら
直
ち
に
察
知
せ
ら
れ
る
如
く
川
地
方
統
制
工
業
ほ
犬
機
械
工
揚
白
創
意
に
よ
る
も
白
で
は
た
く
、
ま
し
て
地
方
中

小
業
者
自
身
が
案
出
し
た
組
織
で
も
な
い
。
最
初
白
一
一
一
白
事
例
に
た
い
て
は
地
方
中
小
工
業
者
自
身
が
地
方
臆
技
師
と
協
力
し
て

直
接
受
誌
に
気
力
し
た
む
で
は
あ
る
航
、
勿
論
そ
れ
は
全
倒
的
な
る
組
織
或
は
政
策
を
動
か
す
主
力
で
は
な
か
っ
た
。
か
〈
し
て
地

方
統
制
L
業
に
島
い
て
は
イ
一
7
V
ァ
テ
ィ
グ
は
杢
〈
軍
部
と
商
工
省

就
中
海
軍
に
あ
っ
た
も
の
と
一
一
昌
は
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

結
に
於

τ大
工
揚
kr
請
制
と
地
方
統
制
工
業
と
は
全
〈
そ
白
性
質
主
異
に
し
、
前
者
が
経
済
的
根
擦
を
も
つ
に
反

L
、
後
者
は
よ
り

政
策
的
危
る
動
き
で
あ
る
と
い
ふ
針
照
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

商
工
省
は
之
に
開
示
る
施
設
と
し
て
、
一
省
内
陀
地
方
工
業
化
委
員
舎
を
設
置
(
昭
和
十
年
)
L
、
又
各
府
鯨
踏
に
地
方
工
業
化
委
員

舎
白
設
置
を
悠
題
し
た
る
を
始
め
と
し
、
下
請
工
業
助
成
計
聾
要
綱
門
十
三
千
)
在
る
も
の
を
定
め
、
十
一
年
度
以
降
毎
年
助
成
金
を

発
付
じ
て
ゐ
る
d

助
成
金
白
内
容
は
下
請
工
業
助
成
の
た
め
の
職
員
設
備
費
、
検
査
一
設
備
費
及
ぴ
下
請
を
た
し
た
る
揚
合
白
見
本
製

作
費
等
で
あ
る
。

己
白

週報第28擁(昭和H年4月28日)、藁谷英彦、前掲書、梅田E澄、統制工業と梅
軍軍需品受酷ι就れで(東京商工曾議所綱、韓業指導講座)。
週報、前掲抗。海軍にては工作鵬より職員>:I1H-て、技術指導に官らしめた
(梅岡正陸、同書〉。
藁谷英彦、前掲書、 2頁以下。
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最
近
に
於
け
乙
嬰
化

以
上
に
於
℃
鱗
鋼
配
給
統
制
強
化
前
に
た
け
る
大
工
場
下
請
制
と
地
方
統
制
て
業
白
紙
態
を
見
た
。
然
る
に
漸
〈
諸
般
の
事
情
の

務
化
と
共
に
、
と
れ
ら
中
小
工
業
の
欣
態
に
若
干
の
務
化
を
見
る
に
杢
っ
た
。
勿
論
、
か
t
h

る
務
化
は
徐
々
に
現
は
れ
て
来
た
も
白

で
あ
っ
て
、
こ
の
以
前
よ
り
既
に
多
少
と
も
見
え
て
ゐ
た
D
で
あ
る
け
れ

E
も
、
特
に
鯨
著
と
な
っ
た
時
と
し
て
悲
に
配
給
統
制
強

化
後
を
考
察
す
る
。

繊
細
酬
は
最
も
重
要
な
る
軍
需
品
川
問
料
た
る
た
め
準
戦
時
経
済
以
来
急
激
在
る
需
要
増
加
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
戦
宇
勃
授
と
共
に

更
に
需
要
増
加
、
輸
入
困
難
の
南
面
よ
り
次
第
に
不
足
を
告
げ
て
ー
来
た
。
そ
の
矯
め
還
に
昭
和
十
三
年
七
月
よ
り
鍛
鋼
配
給
統
制
規

則
を
賓
施
し
、
鋳
鋼
割
首
詮
明
書
と
引
換
に
非
ざ
れ
ば
そ
の
配
給
を
う
け
得
ざ
る
己
と
?
な
つ
か
。
先
づ
統
制
園
鰭
よ
り
過
去
の
賓

蹟
・
設
備
等
生
棋
準
と
し
て
各
組
合
毎
に
割
首
数
量
を
限
定
し
、
各
組
合
員
は
そ
の
範
閏
内
に
む
い
て
の
み
餓
制
の
割
首
を
う
け
得

る
。
更
に
用
途
に
上
つ
て
は
請
求
額
白
金
額
を
う
け
得
る
止
は
限
ら
や
、

一
部
減
額
さ
れ
或
は
杢
〈
配
給
を
う
け
得
ざ
る
揚
合
も
あ

る
。
か
く
し
て
統
制
以
来
、
車
需
品
註
文
に
し
て
原
材
料
を
支
給
さ
昌
弘
揚
合
を
除
い
て
は
、
少
量
の
一
銭
鋼
し
か
入
手
出
来
た
い
と

と
h

在
っ
た
。
他
の
原
材
料
に
つ
い
て
も
こ
の
頃
よ
り
同
様
の
事
情
が
あ
る
。
但
し
己
白
配
給
組
織
に
沿
い
て
も
、
中
小
工
業
者
に

封
す
る
も
め
と
大
工
業
者
に
射
す
る
も
の
と
系
統
を
異
に
す
が
。
中
小
工
業
者
に
つ
き
で
は
道
府
牒
別
に
鋭
銅
製
品
工
業
組
合
聯
合

曾
(
略
構
道
府
勝
王
牒
)
が
組
織
さ
れ
、
地
域
内
D
各
組
合
に
叫
訓
ず
る
創
首
を
扱
ム
。
之
忙
封
し
大
機
械
工
業
者
に
つ
き
で
は
日
本
機
械

製
造
工
業
組
合
聯
合
舎
(
略
稽
日
本
構
械
工
聯
)
が
、
モ
白
下
に
主
要
機
械
製
造
業
者
を
し
て
組
織
せ
し
め
た
る
各
部
門
別
工
業
組
合
を

午
詩
制
工
業
に
於
け
る
最
近
白
密
化

第
五
十
巻

停

齢

O 
五

O 
五

週報、前掲腕。
臨時物費調整局編、重要鞠費四配軸統制p

同書、更にこの二系統D 外に品種別工業組合が同ピ〈日本工聯に麗ずる。之
口大工業ではないが、業者数少〈杢閥的組合を組織せ L拍るを佳~ Lたから
である。
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下
請
制
工
業
に
於
け
る
最
近
白
塑
化

第
五
十
巻

静

披

C 
六

O 
ノ、

締
括
し
て
、
之
が
割
苗
に
常
る
。
而
し
て
、
機
械
工
聯
と
道
府
豚
工
聯
と
は
共
に
日
本
鍛
銅
製
品
工
業
組
合
聯
合
合
(
日
本
鍛
工
聯
)

に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
餓
制
配
給
の
大
部
分
が
大
工
業
者
の
側
、
印
ち
機
械
工
聯
に
制
官
て
ら
れ
る
己
と
は
一
吉
ム
迄
も
な
い
。

か
〈
て
原
料
の
入
手
難
上
り

L
て
中
小
工
業
は
苦
境
に
立
つ
己
と
t
s

な
っ
た
。
多
量
の
註
文
は
あ
っ
て
も
原
料
な
き
た
め
之
を
引

昔
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
D
で
あ
る
。
中
小
機
械
工
業
者
の

f

困
難
は
ま
づ
乙
の
原
料
難
よ
り
輔
業
問
題
を
惹
起
し
た
る
と
と
ら
に

激
化
し
た
。

最
近
更
に
鍛
鋼
配
給
E
遁
宇
る
機
械
工
業
統
制
が
強
化
せ
ら
れ
た
。
卸
ち
従
来
中
小
工
業
者
に
封
し
て
は
道
府
豚
工
聯
主
通
じ
て

行
は
れ
℃
ゐ
た
忙
謝

L
、
そ
の
中
よ
り
比
較
的
規
模
大
友
る
も
の
一
主
一
居
強
力
左
右
統
制
下
に
者

t
た
め
、

一
定
規
模
以
上
の
も
の

を
し
て
重
要
機
械
の
品
種
別
に
工
業
組
合
を
組
織
せ
し
め
た
a

所
詞
業
種
別
組
合
之
で
あ
っ
て
、
そ
の
聯
合
台
、
即
ち
業
種
別
エ
聯

を
日
本
機
械
工
聯
、
道
府
鯨
工
聯
と
並
ん
で
日
本
鍛
工
聯
の
傘
下
に
な
昔
、
金
時
的
た
統
制
組
織
を
整
へ
る
と
と
ミ
し
た
。
以
て
時

局
闘
係
機
械
器
具
の
生
産
配
給
を
一
元
的
に
統
制
指
導
ぜ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
道
府
牒
工
聯
に
は
今
や
己
の
規
模
に
建
せ
ざ
る
も

全
機
械
生
産
力
の
中
に
語
い
て
更
に
重
要
性
を
失
ひ
、

か
〈
て
之
に
属
す
る
業
者
白
原
材
料
難
は
甚
だ
し
く
左

白
白
み
止
ま
り
、

り
、
同
時
に
間
接
に
彼
等
白
下
請
化
が
促
進
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
現
に
政
府
も
之
を
機
と
し
、
機
械
工
聯
及
び
業
種
別
組
合
の
組
合

員

ι配
給
を
な
す
に
首
り
、

一
定
の
下
請
護
註
義
務
数
量
を
定
め
ん
と
す
る
や
う
で
あ
る
。

以
上
白
如
き
配
給
統
制
強
化
後
に
長
け
る
援
化
と
は
何
か
、
第
一
は
大
工
揚
下
請
制
に
告
い
て
、
第
二
に
は
地
方
統
制
工
業
に
沿

い
て
、
何
れ
も
没
展
の
鈍
化
又
は
停
頓
が
見
ら
れ
る
と
と
で
あ
る
。

第

占
人
王
揚
下
請
制
の
護
展
停
止
。

大
工
揚
の
下
請
は
前
段
に
遁
ペ
た
る
如
〈
主
と
し
て
大
て
揚
の
イ
一
一
シ
ヂ
テ
4
ず
に
よ
っ

楠井員、樹械の配給機構統制に於て(科事主義工業、昭和'4年8月擁)、臨時
物資調整周、時局闘悟機器の配給統制に閥，る件。
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て
議
展
を
積
け
た
。
然
る
に
最
近
江
至
り
、
そ
の
設
展
は
漸
く
停
頓
朕
態
に
陥
う
て
来
た
。
卸
ち
大
工
場
が
自
己
の
工
場
の
損
張
を

寅
現
し
、
内
部
に
於
け
る
註
文
白
消
化
に
努
力
す
る
傾
向
が
強
山
い
か
ら
で
あ
る
。
数
字
的
事
詮
は
困
難
で
あ
る
け
れ

E
も
、
ム
骨
て
試

み
ら
れ
た
も
白
あ

h
、
之
に
よ
っ
て
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
下
請
制
の
重
要
性
の
減
退
を
推
測
す
る
と
と
が
可
能
で
あ
る
。
叉
最
近

商
工
省
振
興
部
、
時
業
封
策
部
、
府
豚
.
市
に
於
て
下
請
受
註
の
斡
旋
に
努
力
せ
ざ
る
を
得
な
い
白
は
、

白
必
要
が
増
加
し
た
己
と
に
も
依
る
が
、
他
面
に
於
て
、
下
請
受
註
白
停
頓
せ
る
こ
と
。
従
っ
て
下
請
制
の
相
封
的
衰
退
を
物
語
る

も
白
で
あ
る
。
こ
の
際
大
工
場
側
白
一
一
言
分
は
、
多
〈
中
小
工
業
者
の
技
術
低
劣
白
故
た
り
と
い

μ
。
勿
論
、
大
工
場
下
請
制
が
絶
封

一
一
向
、
中
小
工
業
者
救
済

的
に
減
退
し
つ
λ

あ
9
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
現
に
従
来
よ
り
の
下
請
閥
係
は
概
ね
依
然
と
し
て
維
捜
し
、
更
に
多
少
の
下
請
工
場

D
増
加
さ
へ
行
は
れ
て
ゐ
る
。
唯
そ
の
増
加
白
傾
向
が
綾
漫
に
在
っ
た
己
左
、
し
か
も
大
工
場
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ず
に
よ
る
よ
り
も
、

政
府
白
如
き
外
部
白
力
白
作
用
が
多
く
な
っ
た
己
と
は
認
で
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
大
工
場
下
請
制
の
一
部
に
於
て
は
一
種
目
質
的
殻
展
、
印
ち
下
請
形
態
白
整
備
が
行
は
れ
つ
ミ
あ
る
と
と
も
見
逃
す
と
と

を
得
た
い
。
大
工
揚
が
ト
請
工
場
と
の
関
係
を
緊
由
刊
に
し
、
之
を
専
属
工
場
化
す
る
傾
向
が
あ
ゐ
o

下
請
制
後
展
の
一
初
期
に
は
大
工

場
町
は
概

μ
下
請
工
揚
と
白
関
係
を
極
め
て
浅
い
も
の
と
し
て
置
い
た
が
、
北
訂
後
軍
需
註
文
の
永
続
性
に
も
一
際
の
見
透
し
を
つ
け
得

る
の
喝
A'
な
ら
宇
、
後
蓮
の
如
く
受
註
品
の
高
級
化
と
共
に
下
請
工
揚
の
技
術
的
指
導
の
必
一
安
を
感
じ
、
認
に
之
を
自
己
の
専
属
工
場

と
な

L
3
積
極
的
な
各
程
の
援
助
と
干
渉
と
を
輿
へ
ん
正
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
下
請
工
揚
の
整
備
せ
る
も
の
は
之
を
合

侃
ー
し
て
完
全
に
自
己
の
企
業
内
に
吸
収
し
て
了
ム
場
合
も
あ
る
。
大
工
場
が
下
請
工
場
に
針
す
る
積
倒
的
闘
興
白
意
義
を
認
め
て
来

た
も
の
と
言
ひ
得
る
。

下
請
制
工
業
に
於
け
る
最
近
白
費
化

静
五
十
巻

O 
七

O 
セ

第

腕

藤田敬三、大陸市に於ける下請白調査(軍士官政策時報、第227銃)。
昭和H年8月3'日大阻市に於げる F請調整懇苗守曾に聞〈。
小宮山琢二、前掲論文、村岡嘉六、中小槽棋工業問題(日本工業協合編、物
議動員)。
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第
五
+
巻

停

披

O 
F又

下
請
制
工
業
に
於
げ
る
最
近
白
艶
化

第
二
、
地
方
統
制
工
業
に
於
け
る
費
展
の
鈍
化
。
地
方
統
制
工
業
は
低
昔
技
術
を
も
っ
地
方
中
小
銭
工
業
者
に
謝
す
る
軍
需
下
請

u 

"‘ 

で
あ
り
、
そ
の
技
術
的
向
上
の
努
力
に
も
拘
ら
で
狭
き
限
界
が
あ
る
己
と
は
想
像
ナ
る
に
難
く
左
ぃ
。
と
よ
は
二
の
方
向
に
一

応
の
褒
展
を
見
る
。

先
づ
地
方
統
制
正
業
が
六
大
都
市
及
び
そ
の
附
近
に
及
ぼ
さ
れ
た
と
と
?
あ
る
。
従
来
、
地
方
統
制
工
業
は
地
方
中
小
工
業
の
み

を
封
象
と
し
、
六
大
都
市
及
び
そ
の
近
郊
に
は
及
さ
れ
泣
か
つ
M
r
o

そ
の
理
由
は
主
と
し
て
、
か
L
る
大
都
市
附
近
の
中
小
工
業
は

大
工
場
よ
り
の
下
請
に
よ
っ
て
相
省
の
註
丈
を
得
て
ゐ
る
か
ち
救
済
白
針
象
に
た
ら
ざ
る
と
と
、
及
び
軍
夜
註
腐
と
し
て
も
大
J

郁
市

的

附
廷
の
極
め
℃
多
数
の
業
者
と
関
係
す
る
の
は
煩
に
桂
へ
在
い
と
と
で
あ
っ
た
。
即
ち
六
大
都
市
及
ぴ
そ
の
附
近
に
於
て
は
、
大
工

揚
下
誇
制
が
護
展
L
て
ぬ
た
か
ら
、
地
方
統
制
工
業
は
そ
の
他
の
地
方
を
目
標
と
し
た
の
で
あ
る
。
最
近
、
之
を
大
都
市
及
び
そ
の

附
近
陀
及
し
た
己
と
は
一
慮
・
地
方
統
制
工
業
の
溌
展
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
け
れ

E
も
、
貨
は
そ
の
目
的
た
る
、
都
市
の
比
較
的

小
規
模
な
る
機
械
工
業
者
の
樽
業
針
策
た
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
九
、
且
軍
需
の
一
部
回
特
殊
な
る
目
的
に
利
用
ぜ
ん
と
す
る
に
止

ま
る
。
印
ち
晴
朗
備
生
産
力
と
し
て
一
時
緊
急
を
要
す
る
作
業
あ
る
と
き
之
忙
委
註
利
用
せ
ん
と
す
る
程
度
白
も
の
で
あ
る
。
突
に
、

配
給
統
制
強
化
後
、
枯
開
業
問
題
が
緊
急
化
す
る
や
、
中
小
機
械
工
業
に
封
寸
石
軍
需
品
殻
誌
は
各
種
白
方
面
に
及
ぼ
さ
れ
穴
。
但
し

之
と
て
護
註
さ
れ
る
範
闘
は
庚
汎
に
及
び
つ

L
あ
る
が
、
そ
の
発
註
令
一
瀬
は
多
少
の
増
加
を
見
る
に
過
ぎ
や
、
大
な
る
も
の
で
は
な

ν、
ロ

か
〈
し
て
地
方
統
制
工
業
は
一
一
つ
の
方
向
に
一
一
舷
白
後
展
を
見
て
ゐ
る
が
、
そ
の
程
度
は
極
め
て
僅
か
で
あ
っ
て
、
狭
き
範
闘
に

局
限
さ
れ
、
愛
展
は
む
し
ろ
鈍
化
し
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
大
工
場
下
請
制
忙
つ
い
て
も
地
方
統
制
工
業
に
つ
い

日本能率聯合曾編、地方工業化及下請問題(座談官記録)。
藁谷英彦. rl__小銭工業助成指導策、 66~68頁。
梅田正澄、前I褐書。
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て
も
、
中
小
機
械
工
場
は
大
1
揚
に
比

L
相
封
的
に
重
要
怜
を
益
ミ
減
じ
っ
h
あ
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

認
で
中
小
工
業
白
鞠
業
問
題
に
闘
聯
せ
る
政
府
の
政
策
曹
と
そ
の
貸
情
と
を
見
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

前
に
も
遁
べ
た
る
如
く
中
小
工
業
の
困
難
は
物
資
動
員
計
葺
に
よ
る
原
材
料
の
配
絵
統
制
の
強
化
が
最
大
白
原
因
で
あ
る
。
機
械

工
業
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
餓
鋼
を
主
と
す
る
原
材
料
入
手
難
で
あ
り
、
之
と
一
部
製
品
の
製
遁
禁
示
乃
王
制
限
と
が
相
倹
っ
て
中
小

工
業
者
自
経
営
困
難
を
招
い
た
白
で
あ
る
。
と
の
一
矯
め
政
府
は
と
れ
ら
業
者
を
最
も
詑
丈
の
集
中
せ
る
軍
需
方
面
に
持
業
せ
し
め
ん

と
し
て
種
々
の
針
策
を
講
じ
た
(
轍
肉
品
工
業
及
び
代
別
品
工
業
へ
の
一
時
業
は
事
賃
上
あ
ま
り
成
畿
を
あ
げ
て
ゐ
な
い
)
。
政
府
の
行

び
た
る
耐
捜
査

2
P昭
和
十
三
年
九
円
商
工
省
報
業
針
策
部
を
設
置
し
た
る
頃
上
り
行
は
れ
、

J
軍
需
註
文
の
斡
旋
及
び
之
に
伴
ム

中
小
工
業
者
の
指
導
監
督
、
コ
技
術
指
導
、
、
日
時
議
白
た
め
の
共
同
設
備
に
封
ず
る
補
助
、
船
見
本
製
作
費
の
補
助
、
日
預
金
部
中

小
商
工
業
時
換
資
金
の
融
通
等
に
亙
り
、
他
方
輔
業
指
導
組
織
の
整
備
を
闘
っ
た
。
即
ち
各
地
方
に
於
て
碍
業
事
務
白
分
婚
・
協
力

を
行
ひ
、
例
へ
ば
東
京
内
・
大
阪
府
を
初
め
主
要
府
一
腕
で
は
中
央
特
業
相
談
所
を
中
心
と
し
て
、
一
円
府
燃
商
工
課
は
工
業
組
合
主
単

位
と
す
る
穂
業
指
導
に
首
り
、
従
っ
て
組
合
結
成
及
び
共
同
設
備
の
助
成
忙
努
力
し
、
一
一
市
は
資
力
薄
溺
又
は
同
業
者
過
少
等
の
た

め
エ
業
組
合
を
結
成
し
得
ざ
る
も
の
主
将
業
指
導
に
常
U
V
。
受
詰
斡
旋
と
技
術
指
導
正
金
融
的
援
蜘
と
は
府
間
開
市
が
犬
々
白
分
野
に

於
て
之
を
行
ふ
。

E
れ
ら
の
巾
最
も
必
要
た
る
軍
需
註
文
の
斡
旋
と
は
軍
部
作
業
膿
及
び
犬
工
揚
の
下
請
を
斡
旋
す
る
乙
と
で
あ
る

が
、
注
意
す
べ
き
は
共
に
多
大
の
苦
心
を
燐
っ
て
潮
ぐ
受
註
に
成
功
し
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
大
工
場
よ
め
受
註
し
得
た
と
し
亡
も

d

既
に
と
与
に
成
立
せ
る
下
請
闘
係
に
一
於
て
9
4

ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
は
必
宇
し
も
た
工
場
白
側
に
な
い
。

こ
れ
ら
の
事
情
も
亦
、

下
請
制
の

務
展
が
顕
著
に
あ
ら
ざ
る
と
と
を
察
知
せ
し
め
る
に
足
る
。

下
請
制
工
業
に
於
け
る
最
証
白
費
化

第
五
十
魯

第
一
親

日

0
・和

-
O九

週報、第'05挽(昭和'3年四月 '9日)、第'30税(昭和'4年4月'2日)。
東京市役所、東京市に於ける韓業斡旋事業刀概要、東京商工官議所嗣、韓業
指導講座。
車京市陀於でほとれら業者を Lア工業曾なoもm を組織せしめで指導する方
訟をとる。工業小組合に類ナる組織である。

(0) 

rz) 



下
請
制
工
業
に
於
け
る
最
近
の
国
型
化

第

挽

第
五
十
巻

O 

O 

四

持
型
化
の
諸
原
因

か
〈
の
如
吉
中
小
工
揚
D
相
針
的
減
退
の
原
因
は
何
鹿
虻
存
す
る
か
。
之
を
一
一
自
に
し
て
い
へ
ば
岡
家
或
は
軍
の
生
産
力
擦
充
政

策
及
び
物
資
動
員
計
聾
が
所
前
重
賠
十
七
義
を
と
り
、
統
制
が
す
ぺ
て
と
白
線
に
沿
う
て
ゐ
る
己
と
に
あ
る
。
削
ち
輿
へ
ら
れ
た
る
生

産
力
、
或
は
生
産
力
機
充
可
能
性
を
前
提
と
し
て
最
大
白
能
率
を
あ
げ
ん
が
矯
め
に
は
、
民
間
生
産
力
の
重
要
な
る
捨
常
者
を
大
工

場
と
し
、
原
料
配
給
も
生
産
力
横
荒
も
す
，
へ
て
大
工
揚
中
心
主
義
に
よ
っ
て
行
ふ
こ
と
で
あ
る
。
叉
之
に
よ
っ
て
原
材
料
。
経
済
的

利
用
、
即
ち
節
約
さ
へ
も
可
能
と
な
る
。
手
車
結
主
義
は
現
貨
の
政
策
で
あ
り
、
之
が
各
種
の
占
認
を
通
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。

草
賄
主
義
白
根
操
の
最
火
た
る
も
の
は
大
工
場
の
経
済
性
で
る
ら
う
。
重
工
業
に
於
て
は
一
般
に
企
業
規
模

ω大
在
る
も
の
程
、

合
理
的
在
る
経
骨
組
織
を
そ
た
へ
、
技
術
的
進
歩
白
可
能
性
が
大
で
あ
る
か
ら
、
十
分
の
生
産
力
主
殻
揮
し
得
る
。
例
へ
ば
機
械
工

業
に
沿
い
て
も
、
一
優
秀
在
る
設
備
を
有
し
、
改
良
・
掠
張
の
可
能
性
が
大
で
あ
り
、
二
優
秀
た
る
技
術
者
及
び
労
働
者
E
集
め
て

ゐ
る
。
か
く
て
製
品
の
品
質
は
信
頼
性
を
も
っ
。
二
一
大
量
白
調
達
が
容
易
で
あ
り
、
し
か
も
品
質
の
費
一
を
期
し
得
ら
れ
る
。
四
少

数
の
大
工
場
を
利
用
す
る
揚
合
、
護
佐
よ
り
納
品
・
代
金
支
排
に
至
る
ま
で
の
手
数
の
煩
維
を
免
れ
、
又
納
期
も
よ
〈
護
守
さ
れ

る
。
五
中
小
工
業
者
に
あ
っ
て
は
比
般
的
多
量
の
不
合
格
品
を
出
し
、
原
材
料
の
浪
費
は
大
工
場
よ
り
も
多
い
o
か
く
の
如
宮
諸
理
由

よ
り
す
れ
ば
中
小
工
場
に
比
し
て
大
工
揚
は
そ
の
生
産
力
が
大
で
あ
り
‘
大
工
場
に
生
産
力
摘
充
白
璽
黙
を
長
く
と
と
L
在
る
。
今

H
、
我
闘
機
械
工
業
は
隈
ら
れ
た
る
資
材
を
以
て
最
大
白
生
産
力
を
褒
掠
し
な
け
れ
ば
友
ら
ね
。
蓋
し
兵
器
生
産
に
、
兵
器
製
作
用

及
び
生
産
掠
充
用
機
械
の
生
産
に
最
大
な
る
役
割
を
負
は
さ
れ
、
可
及
的
速
か
に
そ
の
生
産
力
主
増
大
す
る
と
と
が
必
要
と
さ
れ
る

摘稿、中小工業金融主損央補償制度(社骨政策時報、第226競)。13) 



か
ら
で
あ
る
。

章
鮪
主
義
は
統
制
白
殆
ど
す
べ
て
の
部
分
に
現
は
れ
、
軍
需
品
の
殻
註
の
上
に
も
、
原
料
配
給
の
上
に
も
、
設
備
械
張
の
上
に
も

現
は
れ
る
。
就
中
、
設
備
横
張
に
つ
い
て
は
資
金
統
制
さ
へ
加
へ
ら
れ
る
。
生
産
力
棋
克
計
葺
そ
の
も
の
が
犬
工
場
中
心
で
あ
り
、

横
充
用
資
材
の
配
給
は
大
工
揚
に
優
先
配
給
さ
れ
る
。
機
械
工
場
の
摘
張
を
制
限
す
る
工
作
機
械
供
給
制
限
規
則
。
知
昔
、
何
よ
り

も
重
勤
王
義
白
意
闘
を
明
か
に
示
し
て
ゐ
る
。
嘗
て
の
如
〈
軍
需
註
文
白
永
続
性
に
針
し
て
疑
問
を
持
ち
、
そ
の
た
め
に
横
張
を
鴎

践
す
る
己
と
は
愈
と
少
く
左
り
つ
as

あ
る
。

逆
に
大
工
場
に
は
軍
部
よ
り
生
産
設
備
摘
張
が
命
令
、

若
く
は
悠
抽
出
さ
れ
る
位
で
あ

る
。
之
が
た
め
多
く
の
大
工
揚
は
著
し
昔
摘
張
主
遂
げ
、
今
日
中
小
ず
し
揚
と
白
規
模
の
怒
隔
は
一
居
甚
だ
し
く
た
る
に
至
っ
た
。
と

。
結
果
と
し
て
、
従
来
は
大
工
場
が
自
己
の
生
産
力
不
足
を
補
は
ん
が
た
め
に
中
小
工
場
の
設
備
を
利
用
し
、
己
h

に
大
工
場
下
請

制
の
務
展
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

A
7
宇
中
小
工
場
へ
の
依
存
部
分
が
減
中
一
す
る
と
い
ふ
事
態
が
起
っ
た
白
で
あ
る
。

然
し
我
々
は
中
小
工
業
の
相
謝
的
減
退
を
論
宇
る
に
営
り
、
更
に
綾
上
の
重
耕
主
義
を
促
進
せ
る
原
因
で
も
あ
り
、
大
工
揚
白
護

展
を
必
然
な
ら
し
め
た
一
の
事
情
を
事
げ
ね
ば
な
ら
む
ロ
削
ち
軍
需
註
文
内
容
の
務
化
で
る
る
。
軍
需
註
文
心
内
容
は
容
易
に
察
知

L
得
〈
〈
も
た
〈
、
又
戦
局
の
推
移
と
と
も
に
賂
来
の
抽
出
測
も
不
可
能
の
と
と
忙
属
す
る
が
、

一
般
的
に
見
て
民
聞
に
護
註
さ
れ
る

軍
需
品
に
従
来
上
旬
高
茸
精
度
が
要
求
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
圭
は
疑
ひ
在
い
。
之
に
閲
し
て
三
つ
の
現
由
を
考
へ
得
る
。
従
来
と

て
精
度
低
き
兵
雄
主
使
用
し
て
ゐ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
兵
器
の
精
度
は
一
庭
向
上
し
つ
主
あ
る
。
然
し
叉
何
よ
り
も
今
迄
は
生
産

力
の
不
十
分
に
封
し
て
需
要
が
急
激
且
莫
大
で
あ
っ
た
た
め
、

る
。
更
に
従
来
、
軍
の
作
業
臨
時
に
て
製
作
し
て
ゐ
た
も
の
も
民
間
技
術
の
向
上
と
共
に
後
詰
ぜ
ん
と
し
、
民
間
に
高
級
の
技
術
を
要

精
度
に
針
す
る
ー
一
要
求
が
幾
ら
か
犠
牲
に
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

下
請
制
工
業
に
酔
け
る
最
近
の
費
化

第
五
十
巻

第

掠



下
請
制
工
業
に
於
け
忍
最
涯
の
樺
化

す
る
も
の
が
註
文
さ
れ
る
や
う
に
た
っ
た
。
こ
i
A

で
は
民
間
生
産
力
及
び
壁
産
技
術
の
幾
展
が
意
固
さ
れ
て
も
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

か
く
の
如
く
種
々
の
理
由
か
ら
軍
需
品
註
丈
の
内
容
が
高
級
化
す
れ
ば
、
そ
の
製
作
能
力
は
大
工
場
、
又
は
比
較
的
優
秀
た
る
中

第
五
十
巻

静

観

工
揚
に
の
み
限
ら
れ
る
。
本
来
、
中
小
工
場
は
劣
悪
友
る
設
備
と
低
者
技
術
と
し
か
持
た
や
、
そ
の
生
産
力
の
務
展
に
は
狭
き
限
界

が
b
る
。
低
技
術
の
制
約
を
も
っ
中
小
工
揚
が
か
〈
の
加
者
軍
需
内
容
の
鑓
化
忙
遭
渇
し
て
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
寧
ろ
首
然

で
め
る
。

E

h
数
年
内
に
ゐ
け
る
中
小
工
場
白
技
術
の
進
歩
は
決
し
て
少
〈
友
い
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
大
工
場
に
台
け
る
そ
れ
出

著
し
く
、
技
術
の
懸
隔
は
む
し
ろ
従
来
よ
り
撰
大
し
た
と
さ
へ
考
へ
ら
れ
る
。

義
に
も
述
べ
た
る
如
く
大
工
場
下
請
制
の
設
展
は
、
中
小
工
場
の
生
産
力
量
自
己
の
た
め
に
動
員
し
て
損
張
の
危
険
を
克
れ
ん
と

し
た
る
と
同
時
に
、
中
小
工
場
の
生
産
費
の
低
廉
を
利
用
せ
ん
た
し
た
と
と
ろ
に
現
は
れ
た
。
帥
ち
犬
工
場
下
請
制
白
原
凶
は
二
つ

あ
っ
た
。
然
る
に
最
近
に
於
て
前
者
は
究
第
に
そ
の
意
味
を
夫
叫
つ
L

あ
る
己
と
、
以
上
に
指
摘
せ
る
如
く
で
あ
る
。
更
に
後
者
、

即
ち
低
生
産
費
の
利
賠
も
今
や
従
来
ほ

E
明
瞭
で
な
〈
た
っ
た
と
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
中
小
ヱ
揚
に
企
い
て
は
不
十
分
な

る
設
備
と
低
廉
在
る
持
働
者
と
を
擁
し
て
ゐ
た
が
、
簡
易
な
る
作
業
に
て
は
モ
れ
に
て
も
足
り
、
そ
の
持
働
力
を
長
時
間
働
か
し
て

生
嘩
費
主
切
り
下
げ
、
印
ち
機
械
に
代
へ
て
努
働
力
の
集
約
的
利
用
を
武
器
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ふ
。
然
る
に
事
情
は
漸
く
異
り
、

熟
練
持
働
者
の
不
足
よ
り
争
奪
戦
が
躍
と
疋
り
、
持
賃
は
著
し
い
昂
騰
を
見
た
。
勿
論
、
機
械
の
債
格
騰
貴
も
甚
だ
し
い
が
、
兎
も

角
も
低
努
賃
に
よ
る
中
小
工
場
の
利
益
は
一
部
失
は
れ
つ
h

あ
る
。
し
か
も
熟
練
エ
は
屡
を
引
き
抜
か
れ
、
そ
の
能
率
が
一
般
に
低

下
せ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
左
ら
ば
持
賃
昂
騰
は
寅
質
的
に
相
首
大
な
る
打
撃
を
奥
へ
て
ゐ
る
。

我
園
中
小
工
揚
は
概
ね
少
数
品
種
を
製
作
す
昂
専
門
工
場
に
非
・
干
し
て
、
多
種
多
様
の
生
産
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
機

拙稿、中小工業としての下請制工業(鯉済論議前掲親、 121頁)。



械
設
備
の
如
き
も
専
門
機
械
に
ょ
う
て
車
種
大
量
生
産
を
貨
現
せ
る
と
と
は
少
い
。
却
っ
て
専
門
機
械
は
漸
〈
大
工
揚
に
使
用
附
加

を
見
つ
ミ
あ
る
。
こ
の
鮪
に
よ
る
生
産
費
低
下
は
大
工
揚
に
著
し
い
。
か
〈
て
中
小
ず
上
場
の
生
産
費
は
必
宇
し
也
大
工
場
に
比
し
て

低
廉
を
誇
り
得
ざ
る
に
烹
っ
た
の
で
あ
る
。

五

中
小
工
業
を
動
か
す
も
の

以
上
漣
べ
た
る
と
こ
ろ
を
以
て
機
峨
工
業
に
沿
け
る
巾
小
工
業
の
相
封
的
減
退
の
事
貧
止
原
凶
と
を
見
た
。
中
小
工
場
は
そ
れ
白

身
濁
立
し
て
製
品
主
作
る
と
と
が
屡
ミ
困
難
で
あ
る
。
大
工
揚
に
依
古
せ
宇
し
て
中
小
工
場
の
立
ち
得
る
領
域
は
、
精
密
機
織
‘
リ
セ

の
他
特
殊
白
小
機
械
に
限
ら
れ
る
。
部
分
品
工
業
と
し
て
中
小
工
揚
白
樹
立
し
得
る
た
め
に
は
、
或
る
程
度
の
市
揚
の
底
さ
と
、
市

場
組
織
。
整
備
と
を
俵
件
と
す
1

円
。
し
か
も
機
一
械
化
及
び
投
術
白
進
歩
は
中
小
仁
揚
白
徐
地
を
狭
化
す
る
で
あ
ら
む
こ
れ
ら
の
保

件
が
中
小
工
揚
に
不
利
な
ら
ば
、
彼
等
は
問
屋
の
支
配
下
に
立
っ
か
、
大
工
揚
に
射
し
下
請
闘
係
K
立
つ
よ
り
外
な
い
。
問
屋
制
の

存
立
す
る
徐
地
は
、
機
械
工
業
に
於
て
は
製
品
目
技
術
的
要
求
が
強
く
し
て
、
商
業
費
本
へ
の
依
存
が
技
術
の
進
歩
を
む
し
ゐ
阻
害

す
る
こ
と
よ
り
し
て
、
決
し
て
庚
〈
注
い
で
あ
ら
う
。
之
に
反

L
、
そ
の
製
品
が
多
数
白
部
分
を
綜
合
し
て
始
め
て
完
成
す
る
も
白

で
あ
り
、
必
十
し
も
全
部
を
自
給
す
る
こ
と
は
有
利
で
な
く
、
部
分
に
よ
っ
て
は
中
小
工
場
の
方
が
低
廉
友
生
産
を
行
び
得
る
揚
合

J

持
艦
留

が
あ
る
己
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
中
小
工
場
が
大
工
揚
に
或
る
程
度
の
依
作
闘
係
に
立
ち
、
そ
の
投
術
的
指
導
或
は
粧
品
市
上
白
指
揮
白

下
に
生
産
を
行
ふ
、
所
謂
下
請
制
は
よ
り
大
な
る
存
立
の
根
嫁
を
も
っ
と
言
ふ
己
と
が
出
来
る
。

唯
加
、
我
固
に
烏
け
る
下
請
制
、
特
に
大
仁
揚
の
支
配
下
に
立
つ

F
請
制
工
業
は
先
づ
大
工
場
の
創
意
白
下
に
琵
展
し
た
。
に
も
拘

F
清
制
工
業
に
酔
げ
る
最
妊
の
費
化

静

雄
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巻
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下
請
制
工
業
に
於
け
る
最
近
の
捷
化

静
五
十
番

l羽

節

税

凶

ら
や
、
最
近
に
歪
り
之
に
若
干
の
い
盟
化
が
あ
っ
た
と
と
が
、
以
上
に
於
て
指
摘
せ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
削
ち
第
一
は

F
清
制
の

品
出
展
が
抽
叩
停
頓
放
離
に
あ
る
己
と
‘
相
謝
的

ι見
れ
ば
干
詰
白
衰
退
が
見
ら
れ
る
乙
と
で
あ
る
が
、
第
二
は
大
工
場
下
請
制
が
そ
白

本
質
主
的
挫
じ
、
下
両
制
と
い
ふ
も

大
工
揚
側
白
イ
ニ
シ
y
テ
ィ
ヴ
以
外
の
も
の
に
動
か
さ
れ
つ
L
あ
る
こ
と
万
あ
る
。

後
者
に
つ

い
て
は
、
例
へ
ば
輔
業
施
設
が
大
ド
ム
担
額
白
下
請
を
斡
旋
し
、
又
業
種
別
工
業
組
合
に
よ
る
配
給
機
構
整
備
に
際
し
下
請
袋
詰
義
務
教

且
且
を
決
定
せ
ん
と
せ
る
如
曹
を
見
れ
ば
明
か
で
あ
ら
う
。

地
方
統
制
工
業
は
も
と
よ
り
園
家
、

特
に
軍
部
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
に
よ

る
。
之
ま
た
最
近
に
於
て
著
し
き
設
展
を
示
し
て
ゐ
な
い
。
今
日
軍
需
註
支
は
概
括
的
に
見
て
約
九

O
%を
大
1
揚
が
指
蛍

L
、
中

小
工
場
は
漸
く
全
般
の
一

o
v
m
E
C
M
持
つ
に
過
ぎ
友
い
、
し
か
も
大
工
場
よ
り
の
下
請
が
そ
の
中
の
約
四
分
の
一
-
一
、
軍
部
よ
り
の
直

接
交
誌
、
山
ち
地
方
統
制

r一
業
に
よ
る
部
分
が
約
四
分
の
一
を
占
め
て
ゐ
る
と
い
ふ
。

か
く
白
如
き
傾
向
主
動
か
し
た
る
も
の
は
何
か
、

い
ふ
ま
で
も
な
〈
岡
家
モ
白
も
の
で
あ
る
。
今
日
生
産
力
撤
充
政
策
且
一
ぴ
物
資

動
員
計
査
に
於
け
る
車
賠
主
義
に
よ
っ
て
原
材
料
及
び
生
産
力
披
充
用
資
材
心
配
給
を
決
定
す
る
も
の
は
岡
家
で
あ
る
。
軍
需
誌
文

白州
U

質
と
捨
首
者
を
決
定
す
る
の
も
同
家
で
あ
る
。
勿
論
、
戦
時
に
あ
っ
て
経
済
の
殆
ど
全
部
両
は
岡
家
D
統
制
下
に
る
る
民
一
岐
に

今
夏
経
怖
を
動
か
す
も
の
が
幽
家
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
必
要
が
た
い
や
う
で
も
あ
る
。
然
し
い
地
で
は
従
来
下
前
中
小
五
揚

を
動
か
し
た
大
工
揚
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
4
ヴ
が
今
や
著
し
く
弱
く
な
っ
た
己
と
を
指
摘
し
た
い
の
に
外
在
ら
ね
。

勿
論

下
請
工
揚
は

絶
封
敢
に
於
て
多
少
の
増
加
を
示
し
つ
ミ
あ
る
。
モ
と
に
は
大
工
場
の
意
思
が
今
左
ほ
動
い
て
ゐ
る
。
メ
L

人
工
揚
の
有
力
な
る
も
の

は
下
請
形
態
の
整
備
に
努
力
し
、
例
へ
ば
専
属
化
。
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
馳
は
た
ほ
闘
家

ω生
産
政
策
の
前
に

は
あ
ま
り
に
も
力
財
昔
を
知
ら
ね
ば
た
ら
由
。
地
方
統
制
工
業
に
沿
い
て
は
最
初
か
ら
岡
家
の
イ
ェ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
の
み
を
見
る
。



然
ら
ば
国
家
の
中
小
工
業
政
策
は
認
む

a
へ
き
も
の
あ
り
や
、
者
し
あ
り
と
す
れ
ば
仰
を
本
質
と
し
て
ゐ
る
か
、
之
が
最
後
に
討
由

に
〉
ベ
き
黙
で
あ
る
。
以
上
白
如
き
傾
向
は
明
か
に
戦
時
下
に
告
け
る
生
産
力
繍
定
政
策
、
同
時
に
大
仁
業
政
策
円
現
れ
で
あ
る
。
然
L

一
一
問
、
中
小
工
業
に
謝
す
る
若
干
の
政
策
が
な
い
で
は
泣
い
。
地
方
統
制
工
業
主
資
施
し
、
大
仁
揚
と
巾
小
工
揚
と
の
聞
の
下
請
閥

係
の
調
整
斡
旋
に
努
力
し
、
特
装
針
策
と
し
て
中
小
巴
業
者
に
劃
す
る
諸
施
設
を
た
せ
る
如
き
は
之
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
の
七

目
的
は
何
れ
も
中
小
工
業
者
心
保
護
、
若
し
〈
は
救
憐
に
あ
る
。
す
寸
て
枇
合
政
策
的
な
る
も
の
に
外
注
ら
ぬ
。
地
万
統
制
工
業
の

如
曹
、
最
初
は
で
業
の
地
方
化
を
も
一
目
的
と
し
て
ゐ
た
が
、
今
H
は
よ
り
治
倒
的
と
友
り
、
む
し
ろ
単
純
K
中
小
1
業
者
の
教
消

を
目
的
と
せ
る
も
の
左
見
ね
ば
友
ら
忍
い
。
枇
合
政
策
は
何
時
の
揚
合
に
も
他
の
も
の
、
町
み
勺
粧
待
機
構
の
護
民
と
い
ふ
製
品
に
従

同
蝿
す
べ
き
宿
命
を
も
っ
。
今
日
の
揚
合
に
つ
い
て
端
的
い
ふ
友
ち
ぽ
軍
需
生
産
政
策

ω
下
位
に
立
た
恥
ば
在
ら
ぬ
。
而
し
て
い
批
と
そ

の
徐
地
を
狭
化
さ
れ
て
ゆ
〈
。
中
小
工
業
が
困
難
た
る
立
揚
に
あ
り
、
大
友
る
授
肢
を
も
ち
得
左
い
の
は
一
は
経
掛

k
の
内
山
K
も

よ
る
が
、
ま
た
一
に
は
己
的
窓
味
か
ら
し
て
今
日
賞
に
止
む
を
得
在
い
の
で
あ
る
ロ

F
請
制
工
業
に
於
け
る
最
近
の
費
化

第
五
十
巷
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